
別紙第二号書式（第三条第一項関係） 
政府担保振替国債提供書  

 （提供の事由） 
（何庁）取扱主任官殿 
     年  月  日 

住 所 
氏     名 ○印  

 
下記の振替国債を担保として提供したいから承認して下さい。 

 
何      某殿 

      年  月  日 
（何庁）取扱主任官 官職 氏     名 印  
 

下記の振替国債の提供について承認します。 
 

下記の振替国債について、  年  月  日までに、政府担保振替国債保管口座において増額の記

載又は記録がされるように、振替申請を行って下さい。 
同日までに増額の記載又は記録がされないときは、この承認は効力を失います。 
 

（政府担保振替国債保管口座） 

参 加 者（コード）： 日本銀行（0000） 

種   別（コード）： 政府担保口（33） 

担保の受入先官庁(ｶﾅ)： 

官 庁 コ ー ド ： 

 

記 
 
合計金額 
 

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

 
名 称  回記号  

 
金 額 

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円  
償還期限 

 
   年  月  日 

  利息支払期 月  日 年  回 
所有者の 
住所氏名 

 
                                    ○印  

備 考  
 

名 称  回記号  
 

金 額 
百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円  

償還期限 
 
   年  月  日 

  利息支払期 月  日 年  回 
所有者の 
住所氏名 

 
                                    ○印  

備 考  
(注) 担保提供義務者及び所有者が法人（法人でない社団又は財団で代表者又は管理人の定めがあるものを含む。） 

である場合は、住所氏名の欄に、法人の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地を記載して下さい。 

 
備 考 
１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４とする。 
２ 本書が２枚以上にわたるときは、各葉間に契印を押すとともに、１枚目の合計金額欄は担保として

提供しようとする振替国債の合計金額を記載し、２枚目以降の合計金額欄は空欄とする。 
３ 官庁コードは、日本銀行より指定されたものを記載する。 


